平成１４年度　第１回　デジタル３種　基礎科目　【解説】

第１問

（１）　直流電流計Ａ1の電圧降下をＶ1、直流電流計Ａ2の電圧降下をＶ2、端子ａ－ｂ間に流す電流

をＡとすると、直流電流計Ａ2の値は次のようになります。
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（２）　端子ａ－ｂ間の合成インピーダンスＺは次のようになります。
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　　　端子ａ－ｂ間の電圧をＶとすると
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　　　（別解）

　　　この回路は、並列回路ですから端子ａ－ｂ間の電圧と抵抗Ｒに加わる電圧は同じになります。

　　　抵抗Ｒの電流がわかれば求めらことができます。
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　　　　抵抗Ｒの電圧をＶＲとすると

　　　　ＶＲ＝ＩＲ・Ｒ＝８×６＝４８［Ｖ］

第２問

（４）　ベース電流をＩＢ、コレクタ電流をＩＣ、エミッタ電流をＩＥとすると、

　　　ＩＥ＝ＩＢ+ＩＣ＝０．０３+２．８７＝２．９０［ｍＡ］

第３問

（１）　１０進数を８進数に変換する場合は、１０進数を８で割りその余りを下から順に並べることに
より求めることができます。
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　　　１３７を８進数に変換すると２１１になります。

（２）　論理関数Ｘをブール代数の公式等を用いて簡単にすると、次のようになります。
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（３）　論理回路の入力ａに0,0,1,1、入力ｂに0,1,0,1を入力すると出力ｃは次のようになります。
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（４）　論理回路の入力ａにＡ、入力ｂにＢを入力すると出力ｃは次のようになります。
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　　　（別解）

　　　論理回路の入力ａに0,0,1,1、入力ｂに0,1,0,1を入力すると出力ｃは次のようになります。
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第４問

（１）　電気通信回線への入力電圧をＶ1、電圧計の読みをＶ2、伝送損失をＬ、増幅器の利得をＧとす
ると、全体の伝送量Ａは次のようになります。
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　　　この式に、Ｖ1＝１２ミリボルト、Ｌ＝０．８×４０＝３２デシベル、Ｇ＝１２デシベルを代入

しＶ2を求めると次のようになります。

　　　
[image: image13.wmf]‚P‚Q

��- ‚R‚Q+‚P‚Q���|‚Q‚O��‚Q‚O‚Œ‚�‚‡‚P‚O

�|1

��‚P‚O

�|1

‚u�@��‚P�D

‚Q

�m‚�‚u�n

‚`��‚Q‚O‚Œ‚�‚‡

‚u

2

‚u

2

‚P‚Q

2


（４）　絶対レベルは、次式のようになります。
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　　　　この式に絶対レベル１０［ｄＢｍ］を代入してＰを求めると次のようになります。
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第５問
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